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1.はじめに 

 Cu2SnS3(CTS)は汎用元素から構成された化合物半導体である. 近年，化合物半導体である CIGS

系やCZTSe系を光吸収層に用いた太陽電池において変換効率向上を目指したアルカリ金属添加に

関する研究が行われており, CTS 系でも Na 添加を行い変換効率 4.6%の達成が報告されている[1].

更なる変換効率向上のためにはアルカリ金属添加が与える影響を基礎物性の観点から詳しく調査

する必要がある. 本研究ではCTSにNaを加えた試料に対しフォトルミネッセンス(PL)測定を行い

物性面での特性評価を行った. 

 

2. 実験・結果 

測定試料(NaxCu1-x)ySnS3は Cu, Sn, S, Na2Sを混合し加圧成型した後, 固相成長を行うことで作製

した. PL測定では, 励起光源に LD(波長:650 nm)を用い, 試料温度依存性並びに励起強度依存性を

調べた. なお, PLは焦点距離 163 mmのポリクロメータで分光し, InGaAs-CCD で検出した. Fig. 1

に励起光強度 71 W/cm2, 試料温度 6 Kの測定条件下で Na 添加量 x = 0.00, I/Sn 比 y = 1.8及び Na 

添加量 x = 0.05, I/Sn 比 y = 1.8とした時の PLスペクトルを示す. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1  PL spectra of (NaxCu1-x)ySnS3 

x = 0.05の PLスペクトルでは 0.8 eV

より低エネルギー側においてスペ

クトルの膨らみが確認できる. x = 

0.00ではこのエネルギー帯で発光が

観測されていないため, このスペク

トルの膨らみは Na に起因すると推

測している。 
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